





















































れを防ぐために苗木の 1.0 m の所で切り返しを行うことが望ましいと考えられた。5 葉摘心
に比べて 2 葉摘心で副梢管理した場合，また，真砂土に比べて赤玉土を主体とした培養土
で育成した場合，苗木の主幹長が長くなった。新梢の伸長を促すためのジベレリンペース
ト剤塗布処理を行った結果，2 回塗布では 3 回塗布に次いで主幹長が長く，苗木の充実度も










最適な主枝高を検討した。 その結果，果実形質には処理区間で差がなく，主枝高 1.55 m




























第 5 章 総合考察 
以上の結果，モモの樹体ジョイント仕立てに適した育苗方法および樹体ジョイント仕立
ての主枝高は 1.55m が最適であることを明らかにした。また，樹体ジョイント仕立ては，
早期成園化，作業の省力化および樹勢と果実形質の均質化において大きな効果があること
が証明された。これらの結果から，樹体ジョイント仕立ては，従来の仕立て法と比較して
新規生産者や後継者にとっては早期に生産を安定化でき，樹勢と果実形質が制御しやすく，
高齢の生産者にとっても身体的な負担が少なく管理しやすい仕立て法であると結論付けら
れた。従って，本研究で確立した樹体ジョイント仕立てはモモ生産の維持および拡大に寄
与する新しい栽培技術として期待できる。 
